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　近年、耳にする災害ニュース「〇〇年に一度の…」「未曾有の…」と異常気象が全国各地で発生して
います。
　当ＪＡ管内でもゲリラ豪雨や猛暑の被害が確認されています。そのような時の作物への「対策」を
ご紹介します。（作物によって対策は変わりますので一例として果菜類全般）

３日以内に以下の処理を実施

対策①ポンプで排水・・・・・・まずは一刻も早く水を排水します
	 水が引いたらマルチ等の被覆資材を撤去するか穴をあけます
	 （可能であれば）

▼
対策②１日後、酸素供給・・・・土中の気相（土壌空気）が無い状態になって

いるので酸素供給剤（資材名：ＭＯＸ）を100
倍に希釈し株元に施

せ

用します（土壌中にパイ
プを挿し込んで施用してもＯＫ）

▼
対策③２日後、根の復活剤・・・根から吸い上げる力が弱っているので活性化

する資材をかん水投入（資材名：サカタ液肥
ＧＢ・鉄力あくあＦ14）同時に葉面散布剤（資
材名：ホストップ）を施用します

▼
対策④３日後、殺菌剤の散布・・・植物が弱り病気に感染するリスクが高くなっています
	 登録のある殺菌剤を散布します

　高温乾燥は作物にさまざまな影響が発生します。特に「生育不良」や「結実不良」、ひどい場合は
「枯死」に至ります。

対策①かん水施用・・・・・・・根の活性化と維持を目的にかん水
	 （資材名：サカタ液肥ＧＢ・鉄力あくあＦ14）

▼
対策②葉面散布・・・・・・・・葉からの蒸散調整、しおれ回避を目的に散布
	 （資材名：サカタ液肥ＧＢ）

▼
対策③葉面散布・・・・・・・・光合成能力を維持及び活性化を目的に散布
	 （資材名：ペンタキープH
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場が冠水してしまったら

暑さで生育に影響が生じたら
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